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調 査

産 業 に お け る情 報 化 の 進 展 と

そ の 問 題 点 の 調 査

■

'

急速に進展しつつあるわが国の経済社会が指向するところは,情 報化社会であるといわれてお り

ます。そしてこのような情報化社会の形成が,い かなる背景の もとに進展してい くものであるか,

また,政 府や企業は,こ の動向に対し如何に対処しなければならないか,等 が重要な課題となって

お ります。

本調査は,こ のような問題を解明するために,各 界有識者のご協力の もとに 「産業の情報化調査

委員会」を設け,調 査対象 として!0業 種(石 油産業,自 動車工業,銀 行,化 学工業,広 告業,繊 維

産業,鉄 鋼業,証 券業,消 費財産業,流 通業)を 選定し,そ れぞれの産業自体の変貌,企 業内情報

処理の動向,NIS形 成の必然性とその展望,情 報の系列またはグループ化形成の動向,業 界団体

の役割の変化,生 産のオー トメーション化の動向,情 報化にともな う人材確保と教育等の問題につ

いて調査した ものです。 この調査で指摘された要点は,次 のとお りである。

情報化の背景

情報化の背景 としては,1.市 場条件の変化,2.生 産条

件の変化,3.企 業組織,生 産組織の変化があげられてい

る。

第1点 の市場条件の変化についてみると,国 民の生活

水準の向上,消 費水準の向上により,消 費財に対する需

要が多様化 してきた。例えば繊維産業を例にとってみる

と,単 にデザイン,柄 な どの面にとどまらず,糸,綿,

素材などを含む商品総体の問題までおよぼ うと し て お

り,こ のような需要の多様化は,自 動車などの耐久消費

財についても同 じことがいえる。更に産業活動の高度化

の結果 として,生 産財の分野でも需要の多様化が進 もう

としている。例えば鉄鋼業についてみると,鋼材の成分,

材質,特 性,寸 法,形 状をはじめ,製 造後の経時や納期

について も,需 要家の注文は多様化してきている。 この

ような多様な需要動向を事業活動に結びつけ る た め に

は,多 様な需要動向を的確に把握 し,そ れぞれの動向に

マッチした商品を企画,創 造 し,市 場に売 り込むとい う

生産側からの積極的な働 きかけも必要に なって きて い

る。

また企業間競争 も激化してきている。あいつ ぐ技術革

新の進展に加え,貿 易の自由化,国 際化の時代をむかえ

て,今 後はますます情報,知 識,ア イディアなどに基づ

く革新的な競争が激化 しようとしている。また競争の激

化するにつれ,こ れのら市場条件の変化の速度 も急速化

してきているといえよ う。

上記のような市場環境の変化に対応して,企 業経営は

「生産指向型」から 「市場指向型」の色彩を強めてきて

いる。

生産条件の変化についてみると,従 来スケール ・メリ

ットによる規模の利益を求めた大量生産方式から市場条

件の変化に対応 して受注生産方式 もとり入れることも必

要となってきてお り,受 注生産方式と大量生産方式の両

立の要請が強 くなってきている。例えば自動車工業や鉄
`

鋼等についてこの傾向は強まってきているといえる。

また需要の多様化,変 化の急速化,企 業規模の大型化

等 によって投資の意思決定 も複雑化してきている。 これ

に応じるためには,経 済全体に関するマクロ情報の他,

企業環境,技 術進歩,市 場の需要動向,マ ーケットの大

きさなどの ミクロ情報を常時収集 し,評 価 と情報処理を

行ない,意 思決定に反映させることが必要になってきて
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いる。この他労働力の不足の進行 も大 きな問題 となって

きており,労 働力の効率的活用,最 適人材配置のために

も情報化が必要 となってきている。

企業内の情報化

以上みたよ うに市場条件の変化,生 産条件の変化,組

織 の変化 な どを背 景にわが国の企業 の情 報化 は急速な テ

ンポで進行 しよ うとしてい る。企業 内の情報処理は,販

売活動,生 産活動な どの業務作業の ための オペレーシ ョ

ナル ・システムと経営計画,意 思決定 に必要 な情 報形成

のための プランニ ング ・システムの2つ のシステムによ

って構成 され る。

鉄鋼業,化 学工業,自 動車工業,繊 維工業,銀 行業 な

どはオペ レーシ ョナル ・システムの形成が先 行してい る

タイ プといえ る。例 えば鉄鋼業 では,引 合見積 システム,

受 注 システム,工 場選択 システム,在 庫 管理システ ム,

販 売合計 システムな どがその例だ といえ る。

プ ランニ ング ・システム先行の産業は数少ないが石油

業は その例 だ といえ る。石油業は,企 業の持つ多数 の制

約 条件 の もとで,原 油割 当,装 置 の選択,操 作条件 の決

定,特 に連産 され る各種 製品量 の決定,配 給ネ ッ トワー

クか らみた各精油所 ご との生産量の決定な どを常時必要

とし,ま た このために経営科学上の数学 モデルに よ最 る

適化が容易な実態 を もってい る。

今 後の方向 としては,企 業 内のサブシステムの有機的

な総合 システムであ るMISの 形 成 が,鉄 鋼業,自 動車工

業。証券業な どい くつかの産業 で本格化 してこよ う,勿 論

ことばの完全 な意味 でのMISの 形 成については疑問が

なげ られている例 もある。例 えば石油業では,各 サ ブシ

ス テムの流動性 か ら,そ の斉合性 ある積上 げは困難で,

MISの 完成 よ りはNIS化 の方向が示唆 されてい る。

以上の よ うな情 報化 の進展 に加 えて,オ ー トメーシ ョ

ンと呼 ばれ る生産面 での情報化,自 動化が多 くの産業 で

進展 してい る。

例 えば鉄鋼業 では,人 間労働の機械化 とい う第一段 階,

生 産の連続化 とい う第2段 階,を 経 て,オ ー トメーシ ョ

ン化 は 自動制御 とい う第 三段 階に入 り,温 度,流 量,混

合 率,寸 法等の 目標価の 自動的な調整 が各 種の工程 で実

用化 されている。今 後は,プ ログ ラム ・コン トロール か

らシーケンス ・コン トロールへ と進み,更 に将来 にはハ

ィ ラーキーシス テムが開発 され,製 鉄所 の無人化が進 め

られ る もの と予想 され る。
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NISの 形成

NISは 「個別の企業や官庁の情報処理システムの枠

をこえて他のシステムとの有機的関連において発展を図

ることが必要な情報システム」であ り,オ ペレーシ。な

るに関連 したNISと プランニング ・システムに関連し

たNISの 両者が考えられる。

オペレーシ ョナルはNISは,企 業の情報化の進展に

伴って,既 に着々とネットワークの形成が進められてい

る。

生産関係についてみると,原 材料,部 品などの定常的

取引関係のある企業群を中心に,い ちはやくその形成が

進められようとしている。例えば自動車工業の例につい

てみると,親 企業と多数の外注部品メーカーとの間に,

発注,受 注に関する進捗管理ネッ トワーク,親 企業の生

産計画と部品メーカーの生産計画結合のネッ トワーク,

在庫管理と緊急受注,出 荷のためのネッ トワークなどが

形成され,ま た計画 されている。

流通関係についてみると,総 合商社では,新 しい物流

システム形成の見地から,メ ーカー,倉 庫業者,輸 出業

者 との問のNIS形 成が計画 されている。石油業などで

も,当 面は精製段階から末端販売段階を結ぶNIS,共

販売会社までを結ぶNISが 予想 されるが,将 来は同業

精製会社間の製品交換のNISの 形成,車 には石油輸送

のパイプライン化に伴 うパイプラインを中核 とした業界

ぐるみのNISの 形成が予想 される。

プランニングのNISは,一 般にオペレーショナル ・

システムのNISに 比較 して立ち遅れている。プランニ

ング ・システムのための外部情報の必要性は多 くの産業

で指摘されている。問題は,こ れらのニーズに応じた情

報提供体制の不備で,こ れがプランニングのNISの 未

形成の原因となっている。今後はこのよ うな動向のなか

で専業の情報産業と需要企業 とのNISの 形成が徐々に

ではあるが,進 んで行 くものとみられている。情報産業

は大 きくわけて需要家のための需要家のデータ処理を行

な う 「情報処理サービス業」と需要家に対 して情報提供

を行なう 「情報提供サービス業」に分類 される。情報産

業 と需要企業 とのNISは,こ の両者についてともに形

成 されるもの と予想される。まず情報処理サービス業 と

のNISに つ いては,例 えば,石 油業 では,自 社 内の コ

ンピュータは社内の一 般的情報処理需要 に応 じたシステ

ムを設 置 し,プ ランニ ング関係の大量計算 に必要 な超高

速 コンピュータへの需要は,こ の よ うな システムを備 え

た情報処理サ ービス業 とオ ンライ ンNISに よ って充足

す ることが望 まれ ている。 また情報提供 サ ービス業 につ

いては,現 在 い くつかの銀行,証 券 会社 に よって行 なわ

れてい るよ うに,当 初 は磁気 テーープによるデータベ ース

の販売 とい う形態 を とろ うが,次 第 に加工 きれ,パ ッケ

ージ化 された情報 の取 引 とい う方向 に進 む もの と予想 き

れ る。

以上 みて きたよ うに各産業 を通 じて,さ まざまなNI

Sの 形 成 のへ の動 きが進 め られ よ うとしてい る。産業界

のNIS形 成 への緊急性 の認識は強 い反面,NIS形 成

促進 には解決 を要 す る多 くの課題 があ る。政府統計の整

備 とコー ドの標準化,通 信 回線 の自由化 な ど早急 に望 ま

れてい る。

情報系列の形成

情 報化 の進展 に伴 い,こ れに対応 す るための同業企業

のグル ープ化,異 種企 業 との系列化 な ど,情 報系列 とで

もい うべ き企 業の結合 が進 められ ようとしてい る。 こ う

した情報 系列 は,「 カネ」・「モ ノ」 を基軸 とす る既存の

系列 をあ らたに情 報の流れ によ って強化 しよ うとす る も

のが中心 であ るが,一 部 には情報 を軸 とした新 しい系列

の形成 もみ られ るよ うにな って いる。化 粧品業でいわれ

てい るよ うに,取 引先 メーカーの魅力の中心 が 従 来 の

「マージン率」か ら販売情報の供給 に移行 してお り,よ

り良 い情 報を くれ るメーカーの販売店 になろ うとす る動

き,「 情 報の切れ 日が縁 の 切れ 目」 とさえい える動 きが

生 じは じめてい る。

情報化による産業の変貌

企業内外における情報化の進展は,産 業としての活動

や機能にさまざまな変化をもたらすことになる。まず活

動態様の変化についてみると,自 動車工業を例にとると

従来のプッシュ販売か らプル販売への移行,鉄 鋼業では

鋼材加工のウエイ トの増大につれ,鋼 材使用産業への進

出,シ ステム産業への参加が進 もうとしている。 その他
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にもレジャー産業,住 宅産業,海 洋産業 とい うように,

他産業分野 との機能的結びつ きによる多様な活動を各産

業が展開しよ うとしている。このような活動態様の変化

から更に進んでい くつかの産業では,産 業機能自体の変

化が もたられようとしている。銀行業では産業活動の投

資機関とい う機能から,取 引先の資金管理機構へ と活動

の間口を拡げ,将 来は資金 と信用 との職業的管理機構 と

して,情 報化の中枢を担 う情報企業への機能の変質をと

けるものと予想されている。

業界団体に期待 される役割には,デ ータバンクとして

の機能と共同情報処理センタ・・としての機能の2つ があ

る。その他にも標準化の推進,ソ フ トウエアの共同開発

なども業界団体を中心に進められる事が期待 され て い

る。

情報化と人材問題

情報化の促進に当る専門家として必要 とされるのは,

周辺諸科学の分野ごとのスペシャリス ト,専 門分野の統

合に当るスペシャリス ト,情 報指向型のスタ ッフ で あ

る。一方,変 化の激しい技術革新の時代においては,シ

ステムの寿命が短 くなるように,専 門知識の寿命 も短 く

なる。このような中にあって 「知識を絶えず更新し,こ

とに臨んでは自己の知識が陳腐化していないかどうか自

問することが情報化時代の義務」 とさえいってよいであ

ろう。企業の側では,こ のような点を要求 される専門家

の処遇については特段の配慮を払 う必要があろう。また

情報化の進展により人々は単純肉体労働から解放 され る

が,こ れにかわって単純知識労働が一般化する可能性 も

指導 されている。 このような事態に対 して組織内の多数

念㌶麗劃嚥㌶堕芸1㌶:●
置が必要 となってこよ う。

詳 しくお知りになりたい方は,「 産業における情報化の進展

とその問題点」調査報告書をご参照下さい。

呼

は と バ ス ・コ ン ピ ュ ー タ ・コ ー ス に 協 力

当財団では,㈱ はとバスからの申し入れにより,同

社のコンピュータ ・コースの一部に当財団のコンピュ

ータ見学を含めることとした。

これは,同 バスが東京都内の観光案内を主体 とする

企業ではあるが,都 の紹介に関する東京都の代行機関

であるなど公共的性格の強い企業であること,お よび

当財団の使命の一つであるコンピュータに関する普及

啓蒙の一環 とも考え得 るとの見解から,

1.コ ンピュータに関する基礎知識の説明(約40分)

2.当 財団設置コンビュー一夕の見学(約20分)

について同バスに協力することとなった ものである。

なお,当 初は客層として夏休み申の申高校生を予想

したが,予 想外の反響をよび,第 一回より乗客のほと

んどが企業より勉強のために派遣されたとい う人達で

占められ,毎 回定員(40名)を 上廻る盛況である。

コースの概要

運行 日

コース

昭和45年8月7日 よ り毎週火,金 曜 日

1;00

19:1⑪)
l

ll:18)
I

ll:18)
|

}1:81)
1

}1:{⑪)

、」、。

東京駅丸の内南口

日本情報処理開発センター

ププル化粧品(三 越本店)

日本不動産取引情報センター

東洋インキPETY事 業部

富士通 シ ョウル ーム

東京駅丸の内南口
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調 査

ソ フ トウ ェアの 体 系

コンピュータ技術の発展にともない,ソ フ

トウエアに対する考え方 も変わり,多 極多様

なソフトウエアが開発されている。当財団で

は多様化しつつあるソフトウエアの体系化を,

現 時点で行なうことが,今 後のソフ トウエア

開発の礎石として重要なことと考え,主 とし

て,米 国コンピュータ・メーカーに対してア

ンケー トにより調査した。その調査 結 果 は

「ソフ トウエアの体系付けと内外アプリケー

ション」として調査報告書を取 りまとめられ

ている。

本調査 は米 国のコン ピュータ ・メーカーおよびソフ ト

ウ ェア開発会社 に対 し表1に よ る事務局案(国 内の資料

を参考 に して当財 団が体系付 けをした)を 提示 し,こ れ

に対 す る意見 を求 め ることとした。

これに対 し,NCR,UNIVAC,IBMの コ ンピュ・・一夕

・メーカー3社 か ら,次 の回答 が寄せ られ た。

NCR社 とUNIVAC社

両者 の回答 は,表1の 事務局 か ら提示 した体系に賛意

を示 し,ま た ソフ トウ ェアの体系 の各 レベ ルの セクシ 。

ン も,表1の ように分類 で きる もの と思 われ ると回答 と

してい るが細部 で若干 の意見 が 示 さ れ た。 た とえば,

UNIVAC社 で は,表1で の オペレーテ ィング ・システ

ムとしてい る ものを,プ ログラ ミング ・システム と呼ん

でお り,プ ログラムの次 のレベ ル,す なわちコン トロー

ル ・プログラム,コ ンパイ ラー ・プログ ラム,サ ービス

・プログラムについては,ア プ リケーシ ョン ・プログ ラ

ムの特殊な ものに含 まれ る。 また,ラ イブ ラリー ・ルー

チ ンの カテゴ リーに示 されてい るものの うち,あ る種の

プログラムは,プ ログ ラ ミングシステムに含む もの もあ

る。

IBM社

これ に対 しIBM社 の 問題は表2に 示 され るよ うに表

1案 と大 きく異な り,ソ フ トウェアを2つ の範 ちゅ うに

分 け構成 してい る。(な お,こ こでい うプログラムは1

BMが カス トマーに提供 してい るもの である。)

システ ム ・コン トロール ・プ ログ ラム(SCP)と は,

シス テムのオペ レーシ ョン とか,メ ンテナンスの ため提

供 す る基礎 的な機能 で,た とえば ローデ ィング,ス ケ ジ

ュー リング,ス ーパーバイジング,デ ータ ・マネージメ

ン トとい った よ うな ものが,こ の範 ちゅうに入 る。ま た

ここは,エ ラー ・コレクシ ョン とか,レ コーデ ィングな

どプログラム も含 まれ る。 またバ ッチ ・モー ドとか タイ

ムシェア リングとい ったオペレーシ ョナル環境 を変え る

よ うなフ ァンクシ ョン ・サポー トを提供す る。 システム

・コン トロール ・プ ログ ラ ミングはハー ドウ ェア機能の

拡張 された ものが提供 されてい る。

プログラム ・プPダ ク トは,a－ ザーのデータに関 し

て直接 ロジックを含 みユーザーの特殊 な要求 に合 うよ う

適用ない しは利用 され る。

典 型的な プログラム ・プ ロダ ク トは次 のよ うな サブデ

ィビジ ョンか ら成 ってい る。 し

A)プ ログ ラ ミング ・システム

ランゲイジ ・プ ロセ ッサー,リ ー ト,カ ンバ セー

シ ョン ・エ ン ド・プログ ラム,汎 用 ユーテ ィリテ

ィ・プ ログ ラム等。

B)ア プ リケreシ ョン ・プログラム

i)一 般産業む けアプ リケ ーシ ョン ・プログ ラム,

た とえばALIS(AdvancedLifeInforrna-

tionSystem),パ ワー ・シス テム ・プ ランニ

ング等

5



∫1PDECジ ャ ー ナル

ii)一 般 科 学 産 業 ア プ リケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム,

た と え ば 汎 用 シ ミュ レ ・・一シ ョ ン ・シ ス テ ム(G

PSS/360)プ ロジ ェク ト・マネジメン ト・シ

ステム(PMS/360)等

表1ソ フ ト ウ エ ア 体 系 の 例

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

プ ログ ラ ミング ・
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・
ラ
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グ

ユ

ー
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プ
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ー

商

金

製

用

醸

造

サ ー ビ ス

{鑓 巣鴨 他

{鮪 保険,その他

日用 品,電 機 機 械

{
石油,化 学工業,輸 送機器
繊維,紙,そ の他

{通信・麺 銚 その他

大学及び官庁{

雛 締 麟 縫 製 他

麟 羅{ぽ …ひPMS

ζ漂 ニル隣 蟻.オ ーバーピ。,その他

数値 制 御

エ ン ジニ ア

リン グ

シス テ ム ・

デ ザ イン

グラフィッ
ク処理

中央および地方官庁

病院中学
,高 校および大学,CAI,そ の他

AUTOSPOT,APT,

{AD-APT,そ の他

{鑛;!竃㌧ 他

{

コ ミュニ ケ ー シ ョン ネ ッ トワ ー ク ・

デザ イ ン,シ ミュ レ ー タ ー

信 頼 性 分 析

そ の 他{… レ一夕ー その他
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ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

表21BM社

一 プ ログ ラ ミン グー

・シ ス テ ム

ー シ ス テ ム

・コ ン ト ロ ー ノレ

・プ ロ グ ラ ム

ー プ ロ グ ラ ム

・プ ロ ダ ク ト

ー ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラ ム

(プ ログ ラム ・プ ロダ ク ト)

に ょ る 体 系 付 け

一オペレーシ・ン酬=㌘=;
,。グ その他

一 ス ケ ジ ュ リ ング

ー ス ーパ ーバ イ ジ ヤ ン グ

ー デ 一 夕 ・マ ネ ー ジ メ ン ト

ー ロー デ ィン グ

ー そ の 他

一 汎 用 言 語 用 プ ロセ ッサ ー

ー ソー ト

ー コ ンバ ー ジ ョン ・エ イ ド

ー 汎 用 オ ペ レ ー シ ョナ ル ・ユ ー テ ィ リテ ィ

ー そ の 他

一 財 務

一 保 険

一 パ ブ リッ ク ・ユ ー テ ィ リテ ィ

ー 輸 送

一 連 邦 政 府

一 医 療

一州 お よび地 方 自治 体

一科 学

一襲 造 工業

一運 輸

一 プ ロセ ス

ー メデ ア

ー イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・マ ネー ジ メ ン ト

ー デ 一 夕 ・ベ ース/デ ー タ ・コ ミュニ ケ ー シ ョ ン

ー 汎 用 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・シス テ ム

ー ー7一
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■ 寄 稿 ■

「情 報 化 社 会 雑 感
」

片 山 石 郎*
■

つい半月 ほ ど前,万 国博の見物 に出 かけた。夏休み と

旧盆 と会期末 をひかえ,会 場は,連 日記録 を更新す る入

場者 でごった返 していた。 パ ビ リオン とい うパ ビリオン

には,延 々長蛇の列が,真 夏 の太 陽の下 で続 いていた。

若者が多か ったせいか,お 祭 り気 分 も乎伝 ってか,列 ん

でい る人 々の表情は意外に明 る く別に殺気 だつ空気 もな

く,こ れ とい った混乱 も見 うけられなか った。終戦 後,

僅 かの配給物 に目の色 を変 えて列び,何 時間 も待 た され,

くたびれ,ど こかで小ぜ りあいが起 っていた頃の,あ の

殺 ばつな経験 を もつ ものに とっては,ち ょっとした驚 き

であ った。世の中の移 りかわ りと今更の よ うに感 じた。

い くつ かの パ ビリオンを見せ て もらった。 それ ぞれ に

趣 向を こらし,見 応 えの あ るものが少 な くなか った。見

て廻 っている うちに,日 本 のパ ビリオンに,一 つの共通

したモチーフのあ ることにだんだん気 がついた。 もっ と

も,私 が見て廻 ったのは数では限 られてい るか ら,も っ

とた くさん見 た ら,あ るい はまた別の印象があ ったか も

知れ ない。 巨大 な立体 的ス クリーンに映 し出 され る社会

相 の さま ざまが,筋 も廓絡 もな く,強 烈な色 彩 と,お 義

理 に も音 楽的 とはいえない耳 をつん ざ くよ うな音響 を伴

な って,こ れで もか,こ れ で もか と 迫 って くるショー

が,こ の モチーフを代 表 してい る。僅 か30～40分 の催 し

物に,何 とな く身 も心 も疲 れ切 ったよ うな気分にな って

出 て くるの である。 あとに残 るのは一種独特の虚脱感 で

ある。

一体 これは何 を意味 してい るのだろ うか
。製作者の意

図は奈辺に あるの だろ うか。恐 るべ き混乱 と喧喋一 こ

れ こそ,こ れか らの 日本の社会の姿 を暗示 す るものだ と

*通 商産業省大臣官房審議官兼情報化対策室長

い うのだろ うか。 だか らこそ,進 歩 と調和 が必要なの だ

と逆 説的に説得 しよ うとい うつ もりなのだろ うか。

ふ と考 える。情 報化 社会 にな ると,わ れわれの世代 の

よ うな論理的教育 を うけた人間はついてゆけな くな ると

説 く先生がい る。森羅万象の底にあ る真 理は,論 理 とい

う武器 によ ってふ るい落 されて始 めて把握 で きるとい う

訓練 に馴 らされて きた論理人間は,今 や現象 をそのまま

の姿で,視 覚 や聴覚 のよ うな感覚に よってズバ リと把握

す る感覚人間に よって,と ってかわ られ よ うとしてい る

のだ とい う。 それは本 当だろ うか。 それは好 ましい こと

だろ うか。

翌 日,私 は万博関係 の仕事 をしてい る若 い2,3の 人

に きいてみた。 「あの シ ョーを,み な さんは どう受 けと

めてい るのか」 と,答 は共通 してこんな も の だ っ た。

「あんな ことは 日常 いや とい うほ ど経験 させ られ てい る

のですか らね。今 さら見せて貰 って も,あ りがた くない

ですね,も う少 し,救 いのあ る もの を作 って もらいたか

ったですね。」受 け とり方 は,わ た くしな どよ り素 直 で

ある。理窟 っぼ くない。 しかし,や っぱ り感 じてい るこ

とは同じであ る。

ついでに,ち ょっ と芸術 の世界 を覗いてみ よ う。抽 象

画 や無調性 の音楽 が試 み られてか ら半世 紀以上にな る。

い くたの天才 のおびただ しい労作 に もかかわ らず,こ れ

らの作品は,い まだ現代人 の心 をしっか り担 えた とはい

い難い。む しろわれわれは,モ ーツ ァル トやベ ー トーベ

ンの作品 とか,ロ マ ン派 の作品 に美 を感 じ,心 の安 らぎ

と喜 びを 見 出 してい るのではないか。音響効果のす ば

らしい近代音楽のなかに見えか くれす るヒューマニズ ム

に,ハ ッとす るよ うな救いを感 ず るとい うのが正直な と

●

●
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■ 寄 稿 ■

ころではないか。

ジ ャズや ロックン ロール やムー ド・ミュージ ックが若

者 にますます人気 があ る反面,バ ロック音楽 の復興が 世

界的な潮流 とな っている し,べ ・一一トーベ ンの生誕200年

祭 で古典音楽 も,若 者 のあいだに大変 な人気 である とい

う。新 しい傾 向は,す でに半 世紀以上 も前か ら始 まって

い る。 それなのに今 だに矛盾 と相克 の中に胎動 し続 けて

い るのだ。人 間の奥底 にあ るもの も変貌 を とげつつある

のか も知 れない。 けれ ど も,す べ ての ものを安易 に情 報

化社会 に結 びつけて説明す るには,あ ま りに も現実 は複

雑 であ るとい う感 は,ぬ ぐい難い ものがあ る。

もと もと 「情報化」 とい う言葉 がよ く分 らないのであ

る。 「情 報化対策室長」 とい う肩書 きを もらっていなが

ら不見識ではないか といわれ るか も知 れないが,分 らな

いのだ し,分 らない とい うことを意識 していれば,誤 り

も少ないのではないか と思 ってい る。

情 報処 理 とか情 報産 業 とい う言葉 は,あ る程度 明確 な

概念 を もってい る。 ところが情 報化 時代 とか,情 報化社

会 とな ると,と たんに概念 が漠 然 とかすんで くる。 「合

理化 」 とか 「近代化 」 とい う言葉は,言 葉の とお り 「合

理的にす る」 「近代 的にす る」 と解 して も,意 味 が通 じ

ない ことはない。「情報化」 をこの伝 で注釈す ると,「 情

報的にす る」 とい うことにな って,な にがなんだか分 ら

らな くな ってしま う。 それで も何 とな く世間に通用 し,

分 ったよ うな気分にな るのは,日 本語の特別の性 格によ

る ものか。 それ と も日本人 の陵 昧 さを気に しない独特 の

国民性 によ るものか。

こん なこ とを,と か く言 ってい ること自体 が論 理人 間

の限界 を示す ものだ と笑われ るか も知れないが,本 人 は

それ ほ ど寝言 を言 ってい るつ もりはないのであ る。情報

とか情報化時代 とかい って も,別 に厳密な意 味があ るわ

けではな く,い ってみれ ば一つの キ ャッチ フレーズみた

いな ものだ とい うのな ら,そ れは それ として よ く分 る。

ジェッ ト時代,宇 宙 時代,開 放経済時代,レ ジ ャー時代,

女 性上位 時代,そ の他 た くさんの ジ ャーナ リステ ィック

なキ ャッチフ レーズが,そ れ ぞれのイ メー ジを もって生

れ た。いつれ も,た しかにわれわれの住 む社会 の新 しい

特徴 を浮 きぼ りに していて而nい 。情 報化時代 とい う言

葉 も,情 報 の氾濫 と,コ ンピュータやテ レビの威力 を印

象的 に表現 した もの としては,う まい言葉 であ る。 そし

て恐 らくは,コ ン ヒ。ユ一夕の発達 は,郵 便 制度 の発 明や

電話網 の普及が社会の変化 に及 ぼした影響に も優 ると も

劣 らないインパク トを,こ れ か らの社会に与 え るであろ

うことも想像に難 くない。

現代 は変 化の時代 といわれ る。大 きくは社会基調 の変

化 か ら,わ れわれの 日常生活 の偶 々にい たるまで,多 種

多様,複 雑 多岐 にわた り進行 してい る。人 口,産 業,文

化,知 識,つ ま りあ らゆ る社会機能の無秩序な都市殺到

と,こ れが逆 に社会全体 に及 ぼす インパク トの 烈 し さ

は,わ れわれが 日常肌 に感 じてい る ところである。社会

の高密度化 といわれ るものが これ であ る。技術革新や,

大 規模工場生産 や,情 報 メデ ィアの発達が,こ れに大 き

な関係 があ ることは確 かであ る。 しか し,そ の本質 的な

ものは何 なのか,そ してそれ は,ど こへ向 って走ろ うと

してい るのかについては定説 がない。

ここでは,こ の種 の議論 に深 く立入 るつ もりはない。

ただ一 つ指 摘 してお きたい ことは,こ れ らの変化がすべ

て情報 問題 の仕業 であ り,情 報価値が従来の価 値観 を一

変 させ るだろ うとい う説 につ いて である。土地所有が社

会 の支 配的体制 であ った時代 を封建時代 と呼び,産 業革

命 以後の工場生 産時 代を資本主義時代 と呼ん で い る の

は,そ れな りの理 由があ る。 それ と同様な意味 で,こ れ

か らの時代 を情報化 時代 と呼 び,な ん で もかで も情 報に

結 びつけて説明 しようとす るのは,い ささか無理があ る
ト

よ うだ。情報 とい う概念 の混乱が あるし,内 容 も空虚だ

し,時 には こじつけ も入 って くる。 そこま で無理す る必

要はないのではないか と思 う。情報問題 の重要性は否定

しないが,そ のあ るべ き位置 において議論 しない と,不

必要 に世 間を惑 わす ことにな りは しないか とい う気が し

てな らない。
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■ 寄 稿 ■

かつて,電 気 や,鉄 道や,電 話 を,さ した る抵 抗 もな

く受入れて きた一般大衆 は,新 しい情報 メデ ィア も,結

局 うま くこな してゆ くに ちがいない。 その仕組みや技術

について,一 般利 用者 が必死 にな って勉強す る必要は,

さ らさ らない。 ただ,政 策 立案者 や,教 育者 や,企 業経

営者 は,そ うはいかない。 変化 しつつあ る社会 のなかに

おけ る情 報問題 の役割 りとインパ ク トについて,こ れを

過大 視 もせず,過 小視 もせず,透 徹 した見透 しを もって

事に処 す るとい う心構 えが必要 な時が きてい るよ うに思

われ る。

い ささか議 論 めいて きた。万 国博の見物 は,そ れな り

に而白か った し,考 え させ られ ることも多か った。外国

館 もい くつか見せて もらったが,そ れぞれにお国ぶ りが

現 れていて興味深 か ったし,日 本の展示館の よ うな,り

きみ返 った ところがないのが却 って親 しみを 感 じ さ せ

た。 日本の社 会が,そ れだけ息苦 しいまでに高密度化 し

たことの反映なのか,そ れ と も日本人 の意識 がい ささか

過剰なのか,そ のへんは分 らない。

ともあれ,い たづ らに古 い時代 を懐 しが っていて も始

ま らな い。勇 まし く前 を向い て前進す ることが肝要だ。

今 日も本屋 に立寄 ってみ ると情報化社会 とか,シ ス テム

とか,シ ン クタ ンク とかいった種類 の本が,た くさん並

んでい る。一種 のブ ームであ る。 このブームは,何 れ そ

の うち消え去・てゆ くだろ う・そして消え去… あとに σ

本当の ものが残 ってゆ くに ちがいない。

(註:本 稿 は9月 初に寄稿 いただ きま した)

'

●

1

σ
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研 究 開 発

中堅機械工業における生産管理

シ ス テ ム ・モ デ ル

このシステム ・モデルは,ト ピー工業,い すず自動車,千 代田化工,大 成建設等の生

産管理担当者と協力して中堅機械工業を対象にした生産管理の標準アプリケーション設

計 とプログラムの研究開発を行なった結果をとりまとめものであり,生 産の管理尺度に

コストを用いたこと,機 能的にシステムのブロック化とレベルの設定を行なったことに

より特徴づけられている。

70年代の企業は企業目的達成のため最 も効果的な管理

体制の確立を迫 られている。現代の複雑な産業形態,企

業間の競争の激化,オ ー トメーションによる生産方式の

変化,企 業をとりま く環境の激変は企業の経営を著しく

複雑にしているが,企 業にとっては顧客の要望にいかに

して応じられるかが,そ の成長発展に残 された唯一の道

といわれている。

このため,最 近の生産管理システムは従来の戦術的な

システムから,企 業内の他の技術管理システム,販 売管

理システム,財 務会計システム,人 事労務システムなど

と結びついたMISの サブシステムに位置づけられ,総

合的な意思決定に利用できる戦略的システムであること

が要求 されている。

ここで開発した生産管理システムは,中 堅機械工業に

的をしぼり,数 社のシステムを抽象化 し,典 型的な生産

システムを想定し,標 準的な管理 システムを実際につ く

りあげたものである。中堅企業が直面する省力化,自 動

化,二 重構造の崩壊,製 品の多様化,情 報管理の確立な

どを前提に生産管理のあり方を検討して標準パ ッケージ

の提供を試みたわけである。

開発 した生産管理システムは,生産管理 レベルの拡大,

現場中心主義 よりの脱皮,指 示型生産管理よりの脱皮,

原価管理での意識革新,コ ンピュータ化の促進等の考え

方 をもとに構築 されている。

システムの構成は表1の 通 りである。すなわち一般に

よく知 られているplan-do-seeの 管理 サイクルをフロ

ック化 して処理の流れを計画 ブロック→実施ブロックー

管理 ブ ロックー計画 ブロ ック… とい うよ うに大 きなサー

クルを画 いた3つ の部分 に区分 し,そ れぞれの ブロック

が い くつかのサブシステムか ら構 成 されてい る。 さらに

これ らの サブシステムはい くつかの モジュールに分解 さ

れ るとい う形 を とってい る。 また,シ ス テムをブロッ

ク,サ ブシステム,モ ジュール とい うよ うに細分化 し,

で きるだけ多 くの企業に適応す る部分 を選 択の うえ利用

で きるようにした。

表1生 産管理システムの構成

システ・ 已 ・ ッ 川 サブシステ・1・ ジ ・ 一ル

生
産
管
理
シ
ス

テ
ム

計 画 計 画
計 画立 案,部 品

展 開,フ ァイル
・メ ン テ ナ ン ス

実 施
購 入
加 工
組 立

購 入 ・外 注,加
工,組 立

管 理

ブ イー ド

バ ック

・'一 －w

計 画 ・ア クシ ョ
ン,実 績 分 析,

標 準へ の フ ィー

ドバ ッ ク
、

分 析 集計
統計,予 測

分析,集 計

しか し,こ の構成だけでは標準 パ ッケージとしては不

十分 なため,パ ターン化 の老 視を採 り入れ た。 各企業が

自社の管理水準に応 じて選択 で きるよ うレベル とい う考

えを導入 し,そ の企業体質 にあった所 を自由に選択 し利

用 で きるよ うにに した。 モジ ュール化 とともに レベル化

とい う考 えは,こ の システムの大 きな特徴 とな ってい る。

シス テム ・レベルは0か ら2ま での3つ の段階に分 け

て ある。 これ ら各 レベルの特徴 を以下に述べ る。

① レベル0の システム
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1



∫1PDECジ ャ ーmナル

図1生 産管理 システム ・フローチ ャー ト
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レベ ル0の システムは,こ の システム ・モデルでは前

提条件 と もい うべ きものであ る。 この レベルは シス テム

としての最低必要条件 を示 した シス テム概 念であ る。 レ

ベ ル0の システムは実績中心の管理 シス テムであ るが,

デ ータ ・ベ ースは一応完備 されてい る。 この レベルでは

予定 または計画 が実績 と対比 きれ る。

② レベ ル1の システム

レベル1の システムは,こ のシステム ・モデルが狙 い

とす る ものであ る。 レベル0よ りも計画性 が高 まってい

るので,そ れだけ情 報依存 の度合 も高 い。 レベ ル1の シ

ス テムは標準 とい う尺度 を ももった管理 シス テ ム で あ

り,計 画は標準を もとにたて られ る。 この標準 は計画 の

ベ ースに で きる くらいに成熟 してお り,実 績 と標準 とが

● 突 き合わされ、.実 績は標準の髄 、に使われる.

③ レベル2の システム

レベ ル2の シス テムは理想 シス テムであ る。 このシス

テム ・モデルが目標 とす るシス テムであ る。 この レベル

2で は部品中心主義が理想的な形で運営 されてい る。標

準 の範 囲が全製品 に広が り,そ れ ぞれの仕様に合せた最

適 解が導 き出 され てお り,標 準 その ものの向上,改 善の

努力は不 断に行 なわれ てい る。 コン トロール よ りマネジ

メン ト・レベルにポイ ン トが移 って くるわけであ る。

このよ うな概 念をベ ースに機能的要素 をと りま とめた

のが別図生産管理 システムの全体 フローチ ャ ー トで あ

る。

ここではサブシステムを結びつ ける共通的なスケール

として 「原価(コ ス ト)」 を考えてい る。すなわ ち,こ の

原価 の追跡 を実績把握 シス テムか ら始 めてい る。 ここで

抱 え られた原価が部門原価管理 とい う評価 システムに入

り,部 門原価計画,製 品原価計画ヘ フ ィー ド・バ ックさ

れ,更 に標準管理 ・負荷管理へ とフ ィー ド・バ ックされ

てゆ く。 こうした管理 の輪 はか な り大 きく,し たが って

レベルの高 い ものにな ってゆ く。

ブ ロック化 をした こと,レ ベ ルを設定 したこと,コ ス

トを管理の物差 しに した ことの3点 が このシステムの特

徴 となってい る。 ブロ ック化 は システムの機能選択,汎

用性,有 用性 を高 めるとい う狙 いであ る。 システムの レ

ベル設 定は シス テムの標準化段 階に弾力性 を もたせ て,

ブ ロ ック化 とあわせて システ ムの汎用性,有 用性 を高 め

よ うとす る ものであ る。 コス トを管理尺度 としたの は,

あ らゆる企業 シス テムに共通の尺 度 として理解 され易 い

ためであ る。 これ によって生産 シス テムを包 括す る企業

システムやそれが指向す るMISな どに対 して前向 きの

姿勢 で展 開 して行 こうとい う狙 いである。

中堅機 械工業 に おけ る生 産 管理 シ ステ ム ・モ デル(44-SOO5)226頁

主 な 目 次

1.は じめに

2.企 業システムに おける生 産管 理の機能

3.シ ステムの概況一 生産 管理 におけ る情報処理 システム

ω システム化の前提条件

{2)シ ステム化の狙いとその特徴

{3)シ ス テムの詳細

4.代 表的なデ ータ処理例

5.今 後の動向
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開発プ ログラム

X-Yプ ロ ッ タ ー に 関 す る基 本 的 な ル ー チ ン

このル ーチ ンは,FACOM230モ デル60に 接 続 して

いるX-Yプ ロ ッターをコン トロ・一ルす るために開発 し

たサル ブル ーチンで,ユ ・一ザP・はFORTRANプ ログ ラ

ム中 か らCALLス テ ー トメン トに よって これを使 うこ

とが で きる。

X-Yプ ロ ッターは他の入 出力装置 に比べ て処理速度

が非常に遅い ため,オ ンライ ンで コン トロールす るのは

得策 でな い。一般にプ ロッター用 の コマ ン ド・データを

磁気 テープに書 き出 し,プ ロッターに付 けた専用 の リー

デーを使 いオ フラインで駆 動 してい る。

しかしなが ら当 センターのプ ロッターには専用の リー

ダーが無 く,オ ンライ ンで使 う必要 が生 じ,こ のル ーチ

ンが開発 され た。

このルーチンは,ま ず コン トロールカー ドの指定 で

1.オ ンライン駆動用 の磁気 テープを作 る。

2,直 接オ ンラインで駆動す る。

を選択で きるよ うにな っている。

プロ ッターのた めに開発 したサブルーチ ンの名前 と機

能は以下の通 りで ある。

1.PLOTS

プuッ ター一}c対 す るオ ープ ンルーーーチンでout-put用

の バ ッフ ァーの先頭 ア ドレス と大 きさをプロッ トルーチ

ンに教 える。

2.PLOT

プ ロ ッター ・ルーチンの中で最 も基本 とな るル ーチ ン

で,ペ ンを現 在あ る位置 よ り指定 された点 まで直線動 き

せ る。移動の際ペ ンを上 げた状態 で,或 はおろした状態

で行な うかはパ ラメータで指定 で きる様 に成 って いる。

3.SYMBOL

指 定 された文字列 を大 きさ,角 度 な どを自由に変 えて

描 く事がで きる。

4.SCALE

与 え られたデー タ群 を グラフに描 くためのスケー リン

グを行な う。

5.LINE

与 え られ た点列 を折 線で結 ぶ。 その際,デ ータ点に対

して特殊 シンボル をプ ロッ トした り,線 を引 かず にシン

ボルのみ プロ ットさせ る事 が,パ ラメータ指定 によ り選

択出来 る。

6.AXIS

グ ラ フを描 くために座標 軸を描 く。軸 には名前 やキザ

ミ,目 盛値を入 れ ることがで きる。

7.NUMBER

指 定 され た変数(実 数型)の 値 をプロ ッ トす る。FOR-

TRANで い うFタ イ'プで プロッ トし小数点以下の 桁数

を指定 で きる様 に成 ってい る。

σ

●

◎

■

」

●

ユ ー ザ ー ズ

プ ロ グ ラ ム プ ロ ッタ ー専 用 の リー ダー

■
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8.FACTOR

普 通 図形の倍率定数は1.0に な ってい るが,こ のルー

チンを使 って倍率定数 を変更す る事がで きる。例えば,

定 数 を2.0に す ると図形全体が前の2倍 にな る。

9.WHERE

現 在 ペンの在 る位置 と,倍 率定数をユーザーに教 え る。

10.OFFSET

PLOTル ー チンに対 し座標変換用の定 数をセ ッ トす

る。

以上 の内AXIS,SCAL,LINE,NUMBERはFOR-

TRANで,そ れ以外は アセンブラー(FASP)で コー

デ ィングされてい る。

,

●

近 刊 報 告 書 ご 案 内

CAI技 術 の 動 向(44-ROO9)328頁

〔主 な 目 次 〕

1.教 育 にお け る情 報 処 理 の 動 向 とCAIの ニー ズ

2.産 業 社 会 よ りみ たCAIの ニ ーーズ

3.CAIの 経 済 性'

4.CAIの 技 術 的 条 件

5.

6.

7.

CAIシ ステムの実例

CAIシ ス テム開発上の問題点

CAIの 現状 と将来

図形 表示 用 プ ログ ラムの基 礎研 究(44-SOO4)127頁

〔主 な 目 次 〕

1.イ ン タ ラ クテ ィブ ・グ ラ フ ィ ッ ク ・シ ス テ ム

2.イ ン タ ラ クテ ィブ ・グ ラフ ィ ッ クの ソ フ トウ エ ア

3.コ ン ピ ュー タ ・グ ラ フ ィ ッ クに お け る数 学 的 手 法

-

り
"

3

4

5

6

〔主 な 目 次〕

4.

5.

三次元図形操作プログラム

X-Yプ ロ ッタの基本パ ッケージ

統計 解 析用 予測 モデ ルJUMPS(44-sOo6)132頁

JUMPS基 本設計の目標 と特長

JUMPSの 構成要素

主題分析

データ抽出

データ分析

変数間の分析

(注)JUMPS:JIPDEC'S

7.模 型 作 成

8.推 定 と評 価

9、 予 測

10.シ ミュ レー シ ョ ン

11.最 適 化 問題

UniversalMathematicalProgrammingSystem.

遠隔 情報処 理 シ ステ ムの研 究開発(44-SOO7)86頁

〔主 な 目 次〕

1.タ イム ・シェアリング ・システムの応用実験

2.各 団体の使用状況

2.1日 本 自動車連盟における利用状況

2.2日 本電信電話公社における利用状況

2.3(財)機 械振興協会経済研究所における利用状況

2.4郵 政省における利用状況

2.5通 産省における利用状況

3.シ ステムプログラム記述用言語PLDに よる

会話型言語プロセッサCPLの 開 発

4.JOLDORに お けるSDIシ ステム
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「情報処理シンポジウム」

ソ フ トウェア開発 を如 何 に進 め るべ きか

ソ フ トウ ェ アの 重 要性 に つ い て は,既 に 認 識 され て い る と ころ で す が,そ の 開 発 の 実 際 に お い て

は,プ ロ ジ ェ ク トの 選 択,優 先 度 の決 め 方,技 術 者 の 割 当,ス ケ ジュ ー リス グ,コ ン ピュ ー タの割

当,進 捗 状 況 管 理,グ ル ープ 内 の コ ミュ ニケ ー シ ョ ン,ド キ ュ メ ンテ ー シ ョ ンの 作成,等 を どの よ

うに行 な うか が 問 題 とな りま す 。

当財 団 で は,情 報 処 理 シ ンポ ジ ウ ム とし て,ソ フ トウ ェア 開 発 を 如 何 に 進 め るべ きか と題 し,昭

和45年5月29口 機 械 振 興 会 館 大 ホー ル に て 次 の 題 目に つ い て の 各 講 師 の 発 表 とパ ネ ル デ ィス カ ッシ

ョン を行 な っ た。 その 要 旨 は つ ぎの とお りで あ る。

テ マ 発 表 者

ソフトウェア開発の管理

ソフトウェアの生産管理方式

ソ フ トウ ェア 開 発 の ドキ ュ メ ン テ ー シ ョン

ソフトウェア開発の生産性を高める問題

ソフトウェア開発の作業管理システム

質 疑 応 答

魚木 五夫氏(広 島商科大学教授)

三橋荘一郎氏樗 篶 三糟 纂 理課長)

萩本 昭頬 儀 嬬 藷纏 長)

大・方 顛(日 本ソフトウェア株式会社技術管理部長代理)

崎 欣子氏(財団法人日本情報処理開発センター 開発本部開発課長)

総合司会 魚木 五夫氏

ソフ トウェアの開発管理

魚 木 五 夫 氏

管理の重要性

ソフトウェアそのものの重要性が,ま すます広 く認識

きれつつある反面,そ の供給は需要に対して慢性的に不

足状態にある。

この理由としては,需 要の側において,コ ンピュータ

の急速な普及により,よ り広範囲のソフ トウェアを開発

する必要性が生じていることや,ハ ー ドウェアおよび関

連諸技術の進歩により,新 しくより困難な問題の解決が

要求されていることなどが挙げられ る。また一方,供 給

の面においては,ソ フ トウェアの開発が現状ではまだ本

質的に人間に依存していることや,こ の面での技術者の

育成に,か な りの時間と費用がかかることなどが挙 げら

れるだろ う。

こうした条件下で,い くらかでも状況の改善を図ろう

とすれば,そ れは勢いソフ トウェア開発の生産性を高め

るための対策へとつながるだろ う。その具体策 として,

総合的な生産管理の問題を考える意義が生ずる。

物的生産対情報的生産

歴史的に見ても,人 間は物一エネルギー一情報の支配

へと,そ の活動目標を転じて来ている。それは,逆 に言

えば,情 報の重要性に対する理解が,物 やエネルギーに

対するそれよりも困難であったからだろ う。

ソフ トウェアの生産は,情 報的生産の例であるが,工

業製品の生産(物 的生産)の 場において行なわれてきた

生産管理の経験や手法はかなり相似的に利用できるはで

ある。にもかかわらず,こ の様な考え方がソフトウェア

開発に関 して取上げられるようになったのは比較的最近

のことであり,我 国では未だ余 り広 く関心を持たれてい

るとはいい難iい。

さらに,種 々の業務の合理化(近 代化)を 直接間接に

目標 としているソフ トウェア開発関係者が,自 らの周囲

を合理化せずに放置しておくのは,矛 盾 も甚だしいと言

えよう。

日本人社会における解決策を

この種の問題に関し,先 進国である米国の経験や,米

国で開発 された手法などが,我 国に もいろいろな形で紹
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介されつつある。しかし,大 きく人間に依存している問

題の解決に際して,そ の集団が持つ習慣や特性を無視す

ることはできない。

情報システムとしての形態に,本 質的な欠陥あ りとさ

れる日本人社会の中で,ま た意志伝達技術についての教

育が著 しくお くれている日本人に対 して,漸 進的に適用

できるような管理手法を,わ れわれは今後積極的に開拓

しなければならない。

ソフ トウェアの生産管理方式

三 橋 荘 一 郎 氏

従来 ソフ トウェアは優秀 なプ ログ ラマが芸術家 に も似

た気持 で コツコツ と作 ってい て自分 で見 て気 に入 らなけ

れば何度 も書 き直す とい うこ とを平気 でや っていた。従

って顧客 と納期 を約束 して も納期 に間 に合 うとい う保証

は何 ひ とつ な く,む しろお くれ るのが当 り前で あった。

またメーカー も客 も或 る程度 プログラムとは こ うい うも

のだ と思 い込んでい た。 まして第3者 が品質な り納期 を

管理す るな どとい うことは現実に不可能で プログラマの

プ ライ ドが許 さなか った と言 って良 い。納期,品 質 に き

びしい要求 を顧 客が出す よ うにな り,家 内工業 か ら脱皮

しなけれ ばな らな くな ったのは ご く最 近の ことであ る。

ソフ トウ ェアが一般の商 品 と著 し く異 な る点 は劣化 と

い う現象がない ことであ る。 一度作 った ものが時間の経

過 とともに悪 くな って行 くことはあ り得 ない。 しか し潜

在的な故障が一般の商 品に比べ て多いの もまた事実 であ

る。 ひ とたび世に出た ソフ トウェアがかな り長期 にわた

ってク レイムの対象 とな るのは このためである。 このク

レイムを処理す るた めに作 った人 が自 ら顧客 に出 て行 か

な けれ ばな らないの も他に例 のな い ことである。

我 々メFカ ーは,目 に見 えな く形 も重 さもない ソフ ト

ウ ェアの生産上の問題点 を解 決す るには作業 の標準化 を

はかる ことであ ると考 えてい る。 自己流 をな くし,た と

え名人 か ら見 て,そ れが幼稚であ って も,誰 にで もで き

るしかけを作れ ば勝 ちである。

ソフ トウェアを商品 として製造 し売 って行 くには どの

よ うな生産 管理 方式 が必要不可欠 であるか を日夜真 剣に

検討 し出来 る ものか ら実行 して来 た。

ソフ トウェア開発の生産性 を

高 め る問題

大[1方 真 氏

ソフ トウェアの製作は,研 究開発的な性質が強い。2

度 同 じ もの を作 ることはないので,常 に試作だ といわれ

ている。 ソフ トウェアの製作が その よ うな性格を持 って

いる とすれ ば,研 究開発に たず さわ る担 当者の力 が非常

に重要な要素 にな るだろ う。本来 研究 とい うのは,個 人

の力量に依存す る ところが大 きいのであ る。

一方で
,ソ フ トウェア開発の生 産性を高 め るために,

ソ フ トウェアの製造工程 と同 じよ うに,工 程 を標準化 し

分業化を進め ることが必 要であ るとい う指 摘があ る。 そ

れは どの よ うな意味を持 つのだろ うか。

ハ ー ドウェアの製造工程 を細分化 し,分 業化 と流れ作

業に よる自動fヒを推 し進 めて行 くと,組 立工が特殊 な技

術 を持 つ必要はな くな る。単純労 働を続 ける ことに対す

る耐久力 と多少の注意力 があればよい。組 立工 が担 当の

持 分 を変えた り,あ るいは将来設計 にたず さわ ることは

予想 していないか ら,組 立工 は一生組立工 である。優秀

な組立工 は,職 長や班長 な ど監督者 にな るこ とはあって

も,そ れ以上には出ないのである。職種間 の流動性は,

非 常に乏 しい。

ソフ トウェアの製作 に従事 する人 の中で組立工に あた

る ものは,コ ーダ と呼ばれている。最近 ソフ トウェア製

作の分 野で も,シ ステムズ ・エンジニ ア(あ るいは シス

テムズ・アナ リス ト),プ ログラマ,コ ーダ,オ ペレータ

とい う職種 の分化 が進ん で来 たので ある。

この場合 コーダの専門性 とはなんだ ろ うか。 プ ログラ

ムの詳細 な流れ図 をみ なが ら,正 確 に速 くコーデ ィング

がで きる とい うこ とが,優 れ たコーダ とい うことになる

だろ う。 しかしプ ログ ラムは,テ ス トしてみてはじめて

性 能が予想以上 に悪 い ことがわか った り,実 用 の段階に

な ってか ら,機 能 の不備 や性 能の低 さがみつか り,改 善

が要求 され るとい うことが常識にな っている。 この よ う

に当初の設 計の不完全 さが是正 されない限 り,コ ーデ ィ

ングをして も,生 産性の向上にたいした役割は,は たさ
、
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ない し,コ ーダの意気 もあが らないだろ う。 そ うか とい

って,い たず らに シス テム設計 の不備 を責め,シ ステム

設計に たず さわ るシス テムズ ・エンジニ アに負担 をかけ

す ぎ,責 任 を負わせす ぎることに も無理 があ るよ うに思

われる。一体優れ たシステムズ ・エ ンジニアは どの よう

に して育つのだろ うか。少 な くと も大学の理工系 を出 た

人が システ ムズ ・エ ンジニア として,基 礎的 な知識 と優

れ た素質 を持 ってい るとはいえない。 システム設 計能力

とい うのは,経 験 に依 存す る部分 が多いか らである。

経験 にて らして考 えてみ ると,オ ペ レータ,コ ーダ,

プ ログラマ,シ ステムズ ・エ ンジニ アとい う職種は,次

の よ うな階 層構造 にな ってお り,シ ステムエ ンジニ アは

頂点に位置 してい ると思 われ る。

コーダの プログラム製作の意欲 は,努 力 によ ってやが

てプ ログ ラマや システムズ ・エ ンジニ アになれ,コ ンピ

ュータに接す る範囲 を広 げて行 くことがで きる とい うと

ころにあ るのではないだろ うか。事 実,大 学卒 では0.5

年,高 卒 あるいは電算機学 校出身者では,2～3年 で一

人 前のプ ログ ラマに育 ってい る。 またプログラマは,シ

ステム設計 を担 当で きる能力 を身 につ け,標 準的には5

年 程度 で シス テムズ ・エンジニアに成長 して行 く。

この よ うに設 計にたず さわれ る道 が常 に開 か れ て お

り,ま たそれが期待 されてい るとい う点 が,ハ ー ドウ ェ

アの組立工 とソフ トウ ェアの コー ドとの決 定的な違 いで

あ り,し たが って分業化の思想 も違 って くるだろ う。

ソフ トウェアの製作 にあたっては,個 人 の能力 に依存

す る部分 が多いので,で きるだ け個人の能 力やスキルを

活用,同 時に実力 を向上 させ るための教育的配慮が必要

にな る。適正配置,適 正 な教育 を行な うために,ス キル

ズ ・・fンベ ン トリが重要 な役割 をはたす だろ う。 スキル

ズ ・インベ ン トリでは,個 人の技能 や特技だ けで はな く,

希 望す る仕事 も登録 してお く。 作業状況 を正 確に把握 す

るために,作 業管理 や進度管理 も必要で ある。作業完了

後の評価 も,次 の担 当部分 を決 める際に活用す る。

個人の能力 を十分に発揮 きせ るた めには,作 業の仕方

が動的 でなけれ ばな らな か ったろ う。 プロジェク制度 は

有効 であ る。 プ ロジ ェク トを編成す る ときに,シ ス テム

設 計,プ ログ ラ ミング,検 査,文 書化 な どの担 当者 を,

その都度 プ ログラムの規模 や必要度,担 当者 の力量 な ど

を考 えなが ら,分 担 を決 める。

どうした ら個人の能力 を十分に発揮 させ ることがで き

るか。 どうした ら個人の能力 を高 めることがで きるか。

ソフ トウェア製作 の全過程 を通 して,こ うい う問いが投

げか けられなければな らない よ うに思 え るのである。

ソ フ トウ ェ ア 開 発 の

ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

萩 本 昭 夫 氏

日本電信電話公社とい うのは読んで字のごとく,電 信

電話サービスの提供を業としていますが,最 近では,デ

ータ通信 とい う,電 子計算機 と電気通信の結合 きれた,

新 らしい通信サービスの分野でも,い ろいろと仕事をし

ている。

公社には,電 子交換機の開発,実 用化 とい う面 もあれ

ば,電 子計算機による電話料金の計算とい うような大量

の計算事務な どもあって,各 方面でコンピュータが使わ

れているが,私 ども中央統計所 もその一つです。

しかし,私 どものは企業活動の直接的な分野でコンピ

ュータを使 うというのではなく,公 社の内部事務処理,

すなわち事務近代化の部門に属 して,事 業の主管部門か

らの要請に もとつ く業務処理を行なう。いわゆる一般の

電子計算 センターのような役割を果たしてい る わ けで

す。

私,本 日は,ユ ーザーの立場で ドキキュメンテーショ

ンについて述べるといった越向になっている よ うで す

が,主 管部局 とい う顧客の注文により仕事をするとい う

点では,後 ででてこられる日本 ソフ トウェアさん と50歩

100歩 ではないかと思 う。

ユーザーの立場は企業規模,機 械化の対象業務の相違

などにより,か な り異質な ものがあろ うかと思 う。

当会社に,最 大級のマシンが入 りましたのは昭和39年
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度 の初頭 です。 その頃は現在のMISと 同 じよ うに,ト

ータル システムとい うのが喧伝 されてお り,公 社 におい

て も,こ れ を標 ぼ うし,す べ ての事務 を一挙 に,総 合 的に

機械化 しよ うとい うことにな った。主管部局 が中心にな

ってシステム設 計 され,プ ログラ ミングの要請が私 ど も

に持 ち込 まれ るわけですが,今 ほ ど,コ ンピュータに対

す る知識が普及 してお りませんので,ど うして も,コ ン

ピュータが何 とか して くれ るだろ うとい った甘 えがあ っ

て,中 途半端 な設計書が持 ち込 まれ た。 この ため,プ ロ

グ ラ ミング中 にしばしば設計変更が行 なわれ る。ス ケジ

ュールのみが先行 してあ らゆる問題が プ ログラマに しわ

寄 せ され る,こ うなる とプ ログ ラムを作 って,マ シンを

動 かすのに精一 ぱい とな り,ド キュメン トに手が廻 りま

せん。

本来,ド キ ュメン トとい うのは,プ ログ ラマがプ ログ

ラ ミングの過程 での記録 を忠実 に整理 す るこ とによ り自

然 にで きあが るとい った ものでない といけない とい うふ

うに考えてお ります。 それがテス トして出来上 が ったプ

ログラムとロジックを考 えた際のフ ローチ ャー トとが相

異す る。勿論,シ ステ ム設計書 とはかけ離 れた存在 とい

うよ うな ことにな るとプ ログラマに よる ドキ ュメンデー

シ ョンは ケ リがつ きません。

お手元にあ るご案 内には,プ ログ ラマが本質 的に ドキ

ュメン トの整備 を嫌 うとい う趣 旨の ことが書いてあ りま

すが,単 純に その よ うに受取 っていただいてはプ ログ ラ

マは酷 でして,機 械化の進 め方な り,分 業体制 の促進 と

い ったよ うな基本的な面 か ら ドキ ュメンテーシ ・ンの問

題 を とらえない といけないのではないか とい うことを提

起 したい。

機械化 を進 めてい く体制の一つに分業 の問題 がある。

企業 によ っては,シ ステムデザイナ ー 兼 プ ログ ラマ兼

オペ レーター とい った形で やってお られ るところ もあ る

か も知れ ません。 しか し,私 ど もの よ うに,プ ランニン

グ,プ ログラ ミング,オ ペレーシ ョンをそれぞれ分業 で

や ってい るところ もあろ うか と思 う。分業 の効果 は,そ

れぞれの責任分野 を明確にす ることに よ り,お のず か ら

ドキ ュメ ン トの整備 が促進 され ることです。私 どもの場

合,オ ペ レー タに対す るプログ ラムの引 き継 ぎ,全 国拡

大実施業務 の地方 センターに対す る引 き継 ぎとい った こ

とで,あ る程度 ドキ ュメン トを意 識 した仕事 を し て い

る。 これ も分業の効果の一つ と考 え られ るが,最 も重要

なこ とはプランニ ングとの関係であろ うか思 う。

私 どもの場合,機 械 化の対 象業務が,年 度計画 とい っ

た形 で幹部会議に よって決 め られます と,当 該業務を主

管 す る部局 の長 か ら,機 械 化の方針,日 的,範 囲 とい っ

た基 本的 な事項 が示 され,プ ランニ ングチ ームの編成 が

行 なわれてシステム設計が開始 され ます。

システム設計 には,予 備設計,詳 細設計の二つの段 階

があ って,そ れぞれの段階 で本社の事務近代化準備室 を

中心 とす る設計会議の場 でチ ェック,審 査 きれて設 計書

としての確定 がな され るよ うにな っている。

プログラマは,予 備設計 によ るシステムの概略設計が

行な われ,基 本的事項の確定す る予備設計終了の時点か

ら,シ ス テム設 計に参画 して,シ ステム理解 を兼ね る詳

細設計書作成作業に対 す る協力 を行 ないます。

システム設 計の段 階では,い くら試行錯誤 を繰 りか え

して も決 して無駄 ではないが,プ ログラ ミング過程 での

システムの修正,変 更は非常に大 きな ロスを生 じ ると考

えて いる。

かつて,設 計書 が不備 なままプログラ ミングに入 って,

結 果的にで き上が りの時期 が遅 れ るとい ったにが い経験

への反 省か ら,シ ステム設計 に十分 時間 をかけてプログ

ラ ミングは一溜 「里 とい うパ ター ンの確 立が図 られ るよ

うにな ったが,こ の よ うな取 り組みは,単 に作業管理面

の効果 のみでな く,シ ステムエ ンジニ アを指 向す るプ ロ

グ ラマの内面的な期待 に応 える ものがあ って,そ の精神

衛生面 に も好影響 を もた らしてい るといえ る。

プログラマの行な う ドキ ュメン トは,お 手元の ご案 内

に示す よ うに

プロセス設 計書の作成

プログラム作成計画 表

プロセス ・フローチ ャー ト

周辺装置スケ ジュール表

フ ァイル一覧 表

レコー ド・フ ォーマ ッ ト表

初期 フ ァイル関係資料 その他

プログラム説明書の作成(通 称,ラ ンブ ック)
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機械処理 の概要

プログラム一覧表

プ ロセス ・フローチ ャー ト

プ 周辺装 置スケジュール表

コンソール,メ ッセージ一覧表
ロ

コ ン ソ ー ル ・シ ー ト
セ

コ ン ト ロ ー ル コ ー ド ・ リ ス ト

ス

投入資料一覧表 と様式見本
編 作成資料一覧表 と様式見本

ファイル一覧表

レコー ド・フ ォーマット表

メンテナンス記録表その他

1巨 ∴ 二:;・

司嶽 ∴覧表
か らな ってお り,一 本 一本 の

プ ログラムについてはコーデ ィング終了月 日,テ ス ト終

了月 日,あ るいは機械使用時間 とい った作業記録が残 さ

れ るよ うにな ってお り,作 業管理 に役立 てる とともに実

績記 録 として保存 され るようにな っている。

最 後に もう一度,ド キ ュメンテーシ ョン とい うのは決

して無理な形 で強 請すべ きではな く,自 然な形で,プ ロ

グ ラマの作業 記録 として強 きるべ きであることを強調 し

たい。

ソフ トウェア開発の

作業管理 システム

山 本 欣 子 氏

概 要

このシステムは,作 業者自身あるいはその監督者から

提出された主観的,客 観的な作業過程に関するデータを

もとに,プ ログラム作業を分析し,実 際の作業の工程管

理 を行な うための試作および実験 というべ き もの で あ

り,オ ンラインター ミナルから随時,情 報の要求ができ

るよう。当財団のタイムシェアリングシステムのアプリ

ケーシ ョンとして開発 した ものである。

このシステムで使用されるファイルは二つあって,一

つは機械使用伝票から作 られ,他 の一つは業務の発生時

に作 られる作業見積データ,そ の作業が開始されてから

一定期間 ごとに報告 される実績データおよびこれらのデ

ータから判断 される作業の推定進度,推 定完了期 日等で

構成 されている。 この中には見積データおよび両者共通

のデータ等が入力 され,こ のファイルが作 られるもので

ある。

また,こ のシステムはオンラインターミナルを用いコ

ンピュータと会話を行なうことにより,必 要 とする情報

を作表することができる。

コンピュータ使用時間に関する情報

プログラム作成およびプロダクシ ・ンのための使用時

間を把握するためのアウ トプ ットが作成 きれるが,こ こ

で使用 されるファイルは計算機使用伝票から作られたも

のであり,情 報をとりだすため指定で きる項目としては

コンピュータ機種,業 務番号,期 間がある。 このとき機

種だけを指定すれば,そ のコンピュータを使用した全業

務について,デ バッグ時間 と,プ ロダクションに要する

時間およびその合計時間が,フ ァイルに登録されている

全期間を通 して出力 され ることにな り,特 定の業務番号

と期間を指定期間内にその業務のために使用した時間が

出力される。

業務に関する情報

特定業務の進捗状況を把握するためのアウトプットで

あ り,こ の情報を得 るたみに指定できる項 目は業 務 番

号,作 業区分,プ ログラムステップ番号,担 当者コー ド

が許される。これは業務番号とその他の項 目との組合せ

が自由にで きるため,そ の業務に関する情報の全部ある

いは一部を出力することが可能である。

個人に関する情報

新 らしく業務が発生したとき,そ の業務の担当をだれ

にするかを決定する場合,各 個人が単独の業務だけを担

当していれば業務に関する情報だけで十分間に合 うが,

たいてい二つ以上の業務を,部 分的に担当していること

が多いため特定の個人に関する担当業務の進捗状況が判

断しやすい形での情報が欲しくなる。そこで,個 人に関

する情報を別に出力することにしたが,こ のときの項目

指定は業務に関する情報と同様である。
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質 疑 応 答

問:標 準値の設定 につ いて,た とえば,ど の人間が ど

の くらいの能力が あるか とい うよ うな ことについて,も

う少 し くわし く説明願 いたい。

答(三 橋):個 々の データについては発表出来ない。

世間一般では,オ ペ レーターはプ ログラマ ーよ り一段下

だとい う発想が あるが,こ れではオペ レーターが 自信 を

な くし,将 来の見通 しをたて ること も困難ですが,わ れ

われはオペ レーター一とプ ログラマ ーお よびSEと い う区

別 は全 くしていない。 とい うのは,あ る人 がプ ログラマ

t－をや り,3ヵ 月 たった ら管理の仕事 をし,時 にはオペ

レーターとい う具合 にな ってい る。 ただ入 社 した らだれ

もプログラマーをや るとい う前提 に立 って考 えてい る。

したが って,オ ペ レー ターをや る人 も,ま ずプ ログ ラマ

ーをや らな ければな らない。 それか ら基準値 を設定 して

い場合にA,B,Cク ラス と三 区分 してお り,Aは 大学

を卒業 して3年 ほ ど経験 した人 を 目標 に している。Bは

大学卒業1年,あ るいは高校卒業 して6年 ぐらい,Cは

新 入社 員。Bの 高卒6年 とい うの は,実 際 には もっ と細

分化 してあ るが,一 応 の標準値 をつ くる ときには,以 上

の よ うに3ク ラスに分 けている。 しか し大学卒 だか らと

か,高 卒で経験 を積 んで きたか らいい とい うこ とは決 し

てない。逆 にい うと,ソ フ トウ ェア工場で あま り勉強 し

て きた人は,プ ログラムの仕事に携わ らな いよ うに して

い る。 とい うのは資格がある とい う先入観は こわい こと

だ し,成 長率 も疑 わ しい。 で きるだけ先入観のない人間

に企画 とか そ うい うことを徹底的 に勉強 させた方がいい

ので,全 体のバ ランスを とって,経 験 とい うことは重視

せず,採 用 について も経験 がある,勉 強 して きた とい う

は それほ どプラスにな らない。

問:設 計 とが製造 とか分 かれていろいろ作業 す る場合

に,ド キ ュメン トの流 れの管理 とい うものは具体的に ど

うい うふ うにや ってい るのか。 た とえばどの プロジェク

トに対 す る設計 書が出ていない とか,そ れか ら変更があ

った ときの通知 とか,そ うい うこ とは どの よ うに してい

るのか。

答(三 橋):こ れ は一つの例 だが,あ るプ ロジェク ト

の開発計画が決 まると,計 画部門では,こ の工程表 の素

材 を工場の中で出 さな ければな らない しかけ な っ て い

る。工程製作成 に当 っては,PERTr法 な どを使 って

表現 し,そ れ ぞれの ところで何 が出て こなけれ ばな らな

いか とい うことを,つ ま り工程会議 を毎月2回 ほ どや っ

てい る。 かな り複 雑な ものは毎週 や るが,あ る時点時点

で何 が出ていなければな らないか とい うことがこの工程

でわか り,こ れは工場 長か ら現場 にいた るまで全部座 っ

てい る。計画 の進捗状況 は,専 門 の工程担当者が チェ ッ

クしてい る。

問:萩 本 さんのお話 の中 にシステム設計書 と詳細設計

書 とは同 じであ るのか,ま た設計会議の メンバ ー構成は

ど うな ってい るか。

答(萩 本):fj:事 を機械 化す るとい うことだが,シ ス

テム設計 の段階 をプ ランニ ングチーム とい う各部局 と事

務近代化準備室 のプ ランナーとで構成 されてい る。 この

チームでシステム設計が行 なわれ,そ の次の段 階で詳細

設計 が行 なわれ る。 チーム構成 は本社,本 所長,私 な り

が参加,検 討 し,設 計会議 は詳細設計書の討議 だ けでな

く,施 行段階 に も移 して行 くとい うふ うに ご理解願 い た

い。

問:二 つほ どお伺 い したい。 まず一つはプ ログ ラムに

ついては}な お しは避 け られないんだ とい うメ、うなお話

があ ったが,そ の手直 しその ものはなにか専門家 がや ら

れ るのか,た とえばシス テムエ ンジニアかや るのか,あ

るいはプログラマーがや るのか,そ の辺 の ことを伺 いた

い。

もう一 つは,プ ログラマー もあ る期 間たつ とシステム

エ ンジニ アに昇格す るとい う話 だったが,あ る期 間た ち

ます と今度 は シス テムエ ンジニ アグループが ものす ごく

多人数にな って しま うんじ ゃないか と思 う。 そ うす る と

この人 たちは シス テム設 計だけをや ってお られ るの か,

あ るいはプ ログラマー的 な こと,ま たコーダー的な こと

も同時にや るよ うなシステムになっているのか,そ の辺

を伺いたい。

答(大 日方):最 初 の質 問だけれ ども,手 なお しとい

うことはたいへん頭 のいたい問題 で私 の ところで現在 こ

れが きめ手だ とい うものはないわけです。非常に規模の
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大 きい ところ,た とえばアメ リカのIBMな どはは っ き

りとそ うい うことをす る人 はいるけれ ども,私 ど もの よ

うにたかだか200人 くらいのプログラマー一では非常に ロ

スが大 きくて,い ま暗 中模索 している状態です。現在私

ど もでや ってい るのは,開 発 したグルr-'プの 中か ら1人

か2人,コ ンパイ ラーをつ くって,次 にはほかの仕事 を

します けれ ど も,補 充 して優先 してや る。 そ うい うこと

で補充責任者だけは きめてや ってわ りますけれ ども,そ

れ がベ ス トであるか ど うかわか らない。

もう一つの,シ ス テムエ ンジニ アを頂点 に,だ んだん

システノ、エンジニアが多 くな る,と い うことだが,私 の

ところはいまシステムエンジニ アがいな くて,ど うに も

な らないで,プ ログラマーを管理す る中間 プログラマー

をあててい る次第です。5年 先,10年 先 どうい うこ とに

な るか わか らないけれ ど も,現 実的 な問題の よ うには受

け取れ ません。 あま り心配 す ることじ ゃな いん じ ゃない

か と思 う。

問:作 業終了後の評価について研究 されてい ると思 う

んですが,ど うい う評価 をきれ るか ご説 明願 いたい。

答(大 日方):こ れ は具体的な ことはなかなか申 し上

げに くいん ですが,多 少一般に申 し上 げます と,私 ども

ではプ ロジ ェク トを完了 した ときの評価 のポイン トは,

1つ はプ ログラマー満足度 とい うことです。彼 らに ある

程 度の権限 を与 えてお るので,プ ログ ラマーが担当者に

対 して,そ れ ぞれの人間に対 して満足度 を持 ったか どう

か,だ いたい5段 階 くらいで それを評価す るよ うに して

いる。 その時点 その時点 を見 ると公平 にな るか もしれま

せ んけれ ども,え こひい きがあ るか もしれませ んか ら,

で きるだけ客観的につ とめてい る。

もう一つのポイ ン トは,作 業の標準的な レベルを設 計

してお りま して,そ の人 間を平素 か らみてい っ て き め

る。標準値 とい うのはかな り厳密 に きま ってい るか ら,

そ れを照 し合 わせ,実 際 に作業 させ てみる。 これ ら二つ

の評価 をプ ロジ ェク トマネジ ャーに提出 してや る とい う

ことです。

問2点 お伺 い したい……。 まず一 つは,作 業 ご とに

報 告書 を別 に一度 出 させてシステム管理 とい う方 向でや

ってい るとい うことですけれ ど も,ど うい う内容か とい

うこ とを,さ しつか えない範 囲でお答 えい ただ きたい と

思 います。

も う一 つは,そ うい うふ うにしたソフ トウェアの管理

をな さるときに男性 と女性 とでは特 にかわ った ことはな

いか……o

答(山 本):第1の ご質 問です けれ ども,毎 週1回 月

曜 日,そ れぞれの持 ってい るプ ロジ ェク トの進行状態 を

出 させて,こ うい うルーテ ィンの こうい うデバ ックの仕

事に関 しては今 週何時間や った,そ れで 自分 は何 パーセ

ン ト進んだ とい うよ うな ことを出 させ るわけです。 これ

はシステム管理 とい うのが そ もそ もの 目的ではないんで

す が,結 果的には シス テム管理に役立 ってい るとい うこ

とになる。

それか ら第2の 質 問ですが,男 性 ・女性 とい うのは私

どもの ところは比率 としては,比 較的女性が少ない。 そ

うい う意味 で,そ の辺 はあま り顕著 に出 てお りません。

た とえば女 子の場合 は残業 とか徹夜が いけない とい うこ

とがあ るけれ ども,そ れはな るべ くな らば守 りたいわけ

ですが,仕 事の性質 上,そ れがなかなか守 れない ことも

ある。女子だか ら帰れ とい うこと もいいに くい し,ど う

して もや らせて くれ とい うプログラマーが多い ものです

か ら,仕 事の上で も全然差 をつ けてお りません。

以 上
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教 育

短 期 講 習 会 開 催 状 況

システム設計およびプログラ ミングの入門コースとして短期講習会を実施して

いるが,本 年度上期は,外 部機関からの要請による受託養成訓練に主力がおかれ

た。講習会名(ま たは受託先),期 間,受 講者数はつ ぎのとお り。

講 習 会 名(ま たは受託先) 期 間 受 講 者 数

プ ログ ラ ミング入 門 コー ス

・・一 ・一"一

FORTRAN 4月6日 ～11日 24名

COBOL 4∫]13日 ～18日 24名

中小企業振興事業団受託

中小企業診断士(商 業)養 成 4月17日 ～27日 57名

(コ ン ピ ュー タ概 論)

工業技術院受託

4月27日 ～5月4B 36名

昭和45年度新採用研究職員訓練

中小企業振興事業団受託

中小企業診断士(工 業)養 成 5月6日 ～22日 60名

(コ ン ピ ュ ー タ概 論)

}一 ー一 一 ・'‥

日本公認会計士協会受託
4月6日 ～7月3日

45名

(月,水,金 夜 間 の み)

⊥ 〒..〉 一 一 ・一 ー ー一 ・ 　一 }一 一 一－A・

中小企業振興事業団受託
`

6月30日 ～7月24日130名
中小企業指導担当者研修コース

1
一ー 一 一

・

AT－

文部省受託
|

11「可7戊]27F]～8戊]1口

■

30名

工業高等専門学校教師
2回8ノ]3日 ～8戊]8口 30名

コ ン ピ ュー タ実 習 コ ー ス

、

日本数学教育会受託

7月1日 ～4日 80名

数 学 教 師 の た め の コ ン ピュ ー タ コ ー ス

一一} 一 ・・ 一'一 一 ⌒

科学技術庁受託
8月10日 ～22日 30名

国立研究所研究者研修コース
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JIPDECだ よ
(ジ プ デ ッ ク)

り

調 査 開 発 研 究 の 受 託

当財団では,次 の事業の調査研究または開発研究を受託した。

1

受 託 事 業 名.受 託 先|

一

中小企画向け標準販売管理システムの開発 中小企業庁より
こご二 ～__一

情報化の進展の経済社会に与える影響調査 経済企画庁
一 二__二^二=

商品コー ド工業標準原案の調査作成 工業技術院

勘定科 目コー ド工業標準原案の調査作成 同上

職業コー ド工業標準原案の調査作成 同上

計1己単位コー ド工業標準原案の調査作成 同上

情報処理関係の標準化推進計画策定のための実態調査 同上

人事及び物品管理資料作成プログラム並びに統計解析用言 同上

語の作成

米国におけるデータ通信用端末機器の動向調査 日本電信電話公社
フ ロー チ ャー ト自 動 作成 プ ログ ラム の開 発 同上

業種別情報処理標準パターンの作成 通商産業省

工業立地適正化等調査 同上

行政機関相互間におけるデーク交換の諸方式の研究 行政管理庁

統計情報検索の実験 同上

,

「JIPDECREPORT」 発 刊

わが国における情報処理の現 状 を 海 外に紹介するた

め,当 財団では英文刊行物 として年6回 発行することと

して,こ のたび,No.1～3を 刊行,海 外の政府機関,

大学,研 究機関,ソ フ トウェア会社等に配布 した。掲載

記事はつぎの とお り。

〔No.1〕

日本のコンピューータ実動台数:6,018台

情報処理振興事業協会等に関する法律の制定

日本における超高性能 コンピュータの研究開発

日本における情報処理サービス業の現状

日本における情報処理に関する標準化

当財団事業報告

〔No.2〕 特集

日本における情報処理に関する教育の現状

〔No.3〕 特集

日本における産業の情報化の進展 と問題点

仏国政府主催 「情報処理と地域開発会議」

で副会長講演

当財 団斎藤 副会長 は,仏 国政府 の招待 で,同 政府主催

に よる「情報処理 と地域開発 に関す る国際 シンポジウム」

において 「日本にお けるコンピュータの現状」 と題 し講

演 を行な った。なお この会議 は,去 る9月29日 か ら10月

3日 まで,5日 間 にわた り仏 国Ac-et-Senan村 で 開催

された ものであ る。

第3次 海 外情 報処理 実 態調査 団 を派遣

米国,西 独,仏 国の情報処理および情報処理産業の実

態を視察するため,10月18日 から30日間の日程で,第3

次海外情報処理実態調査団を派遣 した。
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最 近 の報 告 書 発 行 ご案 内

米国お よび欧 州におけ る情 報処 理の実態

海外におけ る情 報産 業の動 向

デー タコー ド標準化体系調 査報告 川

技術情 報の機械検索 について0)現 状

特許情 報管理に関す る調 査i

ソフ トウエアの体系付 けと内外 アプ リケ ーシ 、ン

プWグ ラム登録制度 の現状 と今 後の課題

産 業にお ける情報化の進展 とその問題点

CAI技 術 の動向

フ ァク トリ トリーノこルに関 －hる玉里、諭n勺}ζ察

特許情報機{戒検索 システムの開 発研究

中堅企業のMIS構 造

図形 表示用 プ ログラムの基礎 研究

中堅機械工 業における生産管理 システム ・モデル

統 計解析用 予測 モデルJUMPS

遠 隔情報処理 システムの研究開発

繊維業 におけるアプ リケーシ コン ・シス テノ、

情報処理関 係海外文南[抄訳 集(12分 冊)

分 類 番 号 頒 布 価 格(一 般)

44-ROO12,000

44-ROO21,300

44-ROO31,600

44--ROO41,500

44-ROO5900

44-ROO61,100

44-ROO71,100

44-ROO8900

44-ROO92500

44-SOO11400

44-SOO21200

44-SOO31400

44-SOO41400

44-SOO51700

44-SOO61300

44-SOO7未 定

44-SOO8未 定

各 冊800～1,200

賛 助 会 員

1,600

1,000

1,300

1,200

700

900

900

700

2,000

1,100

900

1,100

1,100

1,400

1,000

当 財 団 の 活 動 等 に つ い て の 問 合 先

当財団の活動 について詳 しくお知 りにな りたい場合は,下 記 あてご連絡 くだ さい。

当財団全般 については

報告書等各種出版物の入手 については

当財団の事業内容については

各種調査の内容については

情 報処理 シンポジウムの内容については

情報処理に関す る各種標準化については

システムの調査研究 については

情報処理技術者の養成については

情報処理に関するコンサルテ ィングについては 開発本部管理課(内 線527)

シラテムおよびプ ログ ラムの研究開発については…開発本部システム課または開発課(内 線215)

総務部庶務課(内 線470)

総務部庶務課(内 線470)

総務部企画課(内 線477)

総務部調査課(内 線538)

総務部調査課(内 線538)

技術部技術課(内 線536)

技術部研究課(内 線478)

技術部教育課(内 線475)
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瓢 日本情報処理開発センター
東京都港区 芝公 園21号 地1番5機 械振興会館内(〒105)

電 話 東京(03)434-8211(大 代表)

JIPDECジ ャーナル

編集 ・広 報 委 員 会


